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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 論文の評価 
 本論文は、金大中政権期を前後する韓国における女性政策の展開と、女性労働市場の変化について考察した
ものであるが、以下の点で秀でた研究成果を有していると思われる。 
 まず、これまで日本では余り論じられることがなかった韓国の女性政策の実態を、その背景から展開過程、
企業への波及効果にいたるまで、詳しく紹介した意義は大きい。これは、アジアでも立ち遅れた日本の女性政
策の在り方を再考する上でも、大きな教材を与えてくれたと言える。 
 とはいえ、日本でも、社会政策や労働経済の分野で、数多くの研究が「性差別が存在すること」を繰り返し
指摘してきたことも、周知の事実である。だが、本論文の最大のオリジナリティーは、韓国の労働市場や企業
の人事システムを事例に、「男女差別がどのように行われているか」を明らかにしたことにある。 
 特に、金融機関を事例に、女性労働市場の分断構造の変容を、女性勤労者へのインタビューやアンケート調
査を通じて、実証的に解明した点は高く評価できる。韓国でも、構造改革以降の経済システムの変化に関する
実証研究が進みつつあるが、本論文はこうした研究分野に、ジェンダーの視点から新たな切りロを提供したと
言えるだろう。 
 しかし、こうした金融機関における女性労働市場の分断構造は、他の企業でも一般的な現象であるのか、そ
れとも金融機関に特有のものであるのか。つまり女性労働市場の「三重構造」は他の業種でも顕在化した現象
であるのか。本論文の結論を一般化するには、製造業やサービス業の現場でも実態調査を行い、検証してみる
必要があるだろう。今後、さらに研究を深めることで、こうした問題点を克服していくことが望まれる。 
 
 審査の結論 
 上記三者の審査委員による審査結果を総合し、上記論文は課程博士の学位付与に値する業績であると判断す
る。 
 
